
｝

火
焼
輪
和
、
大
山
及
び
三
峰
の
村
組
織
、
代
々
木
村
の
今
昔
、
刀
鍛

冶
の
話
、
富
士
講
の
話
、
隅
田
川
の
船
等
其
掌
上
で
報
告
さ
れ
た
廿

編
の
講
話
が
悩
め
ら
れ
て
居
っ
て
、
或
は
土
俗
墨
の
上
か
ら
、
或
は

入
文
地
理
學
の
方
面
か
ら
、
或
は
肚
漸
騰
の
方
面
か
ら
、
そ
れ
ぐ

他
に
は
求
め
ら
れ
な
い
面
白
い
材
料
が
含
ま
れ
て
居
る
。
説
明
を

補
ふ
た
め
に
等
量
が
挿
入
し
て
あ
る
の
は
、
何
よ
り
も
喜
ば
し
い

（…

l
六
版
二
六
㎜
既
貝
、
大
一
勝
目
田
漱
日
脚
、
〃
償
二
。
五
〇
）
〔
…
以
上
中
村
〕

翻
堺
市
史
講
演
集

　
本
書
は
咋
三
十
｝
月
堺
市
役
所
に
於
て
同
市
史
資
料
展
賢
万
言

同
時
に
開
催
せ
ら
れ
た
同
市
史
講
演
會
の
講
演
集
で
あ
っ
て
文
學

博
士
新
村
出
氏
の
「
飯
綱
ε
駄
洲
人
」
及
び
丈
畢
博
士
三
浦
周
行
氏

の
「
歴
史
上
の
大
堺
」
の
二
篇
を
誉
め
、
巻
尾
に
附
録
ε
し
て
同
市

史
資
料
展
覧
會
の
経
過
概
要
を
載
せ
た
も
の
で
あ
る
。
「
堺
港
言
鰍

洲
入
」
は
堺
港
ご
南
蟹
貿
易
、
堺
に
於
け
る
基
督
教
布
教
の
歌
態
、

江
戸
文
畢
に
反
映
せ
る
堺
の
野
外
關
係
の
三
節
に
分
ち
て
堺
の
鋤

外
史
を
蓮
べ
、
「
歴
史
上
の
大
堺
」
は
堺
の
嚢
群
地
、
堺
の
李
和
的

登
展
、
南
覇
ε
堺
、
堺
の
干
害
戦
、
蓋
明
貿
易
ミ
堺
，
堺
市
畏
の

　
　
　
第
十
巻
　
　
細
　
　
介

努
力
、
堺
の
繁
藤
、
堺
の
自
治
腱
、
堺
の
交
化
、
近
世
の
堺
の
＋
節

に
分
ち
て
繁
盛
暗
黙
の
堺
の
歌
況
を
蓮
べ
た
も
の
で
、
共
に
豊
冨

な
る
資
料
に
依
っ
て
各
自
得
意
の
方
面
か
ら
観
察
考
究
せ
ら
れ
た

頗
る
興
味
の
饒
か
な
講
演
で
あ
る
。
加
ふ
る
に
其
の
表
装
は
濾
洒

紙
質
も
優
良
で
、
　
ご
紅
皿
快
感
を
磁
ハ
へ
る
。
圖
版
に
は
一
五
八
五
年

ヴ
エ
ネ
チ
や
刊
日
本
布
敏
年
報
に
見
え
た
堺
の
記
事
ミ
南
螢
屏
風

　
　
　
　
　
も

足
利
時
代
出
港
の
岡
S
が
載
せ
ら
れ
て
み
る
。
（
芋
版
桶
〇
六
頁
、

堺
市
役
所
嚢
行
、
非
費
品
）

噛
國
史
激
授
資
料
（
第
】
輯
）

　
名
古
屋
温
故
會
は
從
來
遜
次
地
方
の
曳
料
及
び
史
蹟
の
総
葉
書

を
獲
饗
し
來
り
し
が
、
今
叉
國
史
教
授
資
料
第
四
輯
を
頒
て
り
。

本
輯
に
牧
む
る
ミ
こ
ろ
足
利
義
教
織
朗
信
長
の
霧
像
長
篠
合
戦
総

舞
風
、
訳
者
古
城
囲
の
絵
…
岡
を
始
め
ミ
し
て
織
田
華
甲
及
び
豊
臣

秀
吉
の
制
札
、
信
長
及
び
秀
吉
の
朱
印
状
徳
川
家
康
の
皆
濟
歌
大

石
良
雄
の
長
歌
の
留
書
、
新
弾
白
石
自
筆
の
折
焚
柴
の
記
の
圖
書

秀
吉
小
牧
陣
使
用
の
器
物
、
清
洲
城
蛙
、
津
島
紳
就
本
殿
、
李
手

政
秀
父
子
の
墓
に
至
る
十
五
枚
の
窩
醜
版
に
し
て
口
々
簡
傑
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
獲
　
　
　
一
二
糸
　
（
四
脚
九
）



　
　
　
第
十
谷
　
　
紹
　
　
介

音
設
を
附
し
且
つ
文
書
等
の
阻
み
本
を
添
へ
た
り
。
是
等
奥
料
及

び
史
蹟
の
範
國
は
殆
さ
愛
知
縣
下
に
隈
ら
れ
た
る
も
、
こ
れ
を
全

國
的
に
覗
て
亦
國
史
教
授
上
重
要
の
儂
植
を
有
す
る
も
の
、
菩
入

は
同
會
の
將
來
盆
績
超
し
て
斯
界
に
答
與
せ
ら
れ
ん
こ
ミ
を
望
ん

で
已
ま
ざ
る
な
り
。
（
名
古
屋
温
故
會
獲
行
、
贋
不
明
）
〔
以
上
松
野
〕

⑯
∩
窪
嘗
巴
塑
a
ピ
0
8
一
聞
ぎ
窪
8
貯
畠
…
葛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
三
碧
Q
Q
ぼ
ご
著

　
本
書
は
∩
9
門
謬
玄
、
大
畢
の
研
究
報
告
書
ミ
し
て
支
那
に
於
け
る

中
央
政
府
地
方
政
府
の
國
家
財
政
の
情
況
及
び
其
の
相
互
開
係
を

研
究
し
た
る
も
の
に
し
て
分
っ
て
七
章
ミ
す
、
第
一
章
に
は
支
那

に
於
け
る
各
種
財
政
開
係
の
官
署
機
閣
の
組
織
を
叙
し
第
二
章
に

は
過
去
及
び
現
在
に
於
け
る
支
那
の
政
治
界
の
財
政
的
驕
係
を
記

し
第
三
章
に
て
國
民
経
濟
ミ
地
方
経
濟
ミ
の
分
離
を
論
じ
、
第
四

章
に
て
英
猫
日
米
諸
國
の
翠
黛
経
濟
地
方
経
濟
の
系
統
を
比
較
研

究
の
立
脚
地
よ
り
詳
説
し
、
第
五
章
六
章
に
て
薯
者
の
見
解
を
述

べ
て
支
那
中
央
財
政
噌
こ
地
方
財
政
の
機
驕
の
政
治
経
濟
的
整
理
に

寄
り
如
何
な
る
根
本
的
方
則
を
立
つ
べ
き
で
あ
る
か
を
示
し
最
後

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
流
ニ
　
（
四
六
〇
）

に
中
央
政
府
外
國
租
借
地
及
び
書
入
居
留
地
黒
血
間
の
経
濟
的
羅

係
に
就
き
て
論
零
せ
り
。

醗
東
洋
歴
史
墾
考
下
臥

　
歴
史
教
擾
に
謬
り
記
臆
を
深
刻
な
ら
し
め
興
味
を
多
か
ら
し
む

る
方
策
は
一
に
し
て
足
ら
す
ε
難
も
三
綱
を
使
用
し
歴
史
翻
を
掲

げ
て
其
の
魁
物
遽
蹟
に
親
奥
せ
し
む
る
に
若
く
も
の
は
な
し
、
從

來
東
洋
史
の
教
授
に
當
り
此
の
種
の
鋏
陪
あ
り
し
は
何
入
も
認
む

る
所
な
り
し
も
、
日
本
史
西
洋
史
ぐ
）
異
な
り
確
實
な
る
史
蹟
慧
物

の
窟
翼
を
獲
る
に
不
便
な
り
し
爲
、
朱
だ
東
洋
古
今
を
網
羅
せ
る

統
一
あ
る
此
の
種
圖
譜
の
刊
行
を
見
た
る
こ
ミ
な
か
り
き
，
本
圖

譜
は
此
の
映
陥
を
充
た
す
べ
き
一
の
試
に
し
て
日
本
室
前
の
業
ざ

謂
ふ
を
妨
げ
す
、
一
越
二
十
二
葉
十
五
韓
を
以
て
一
先
づ
完
了
す

る
豫
定
を
以
て
曇
霞
せ
ら
れ
既
に
第
四
輯
迄
の
刊
行
を
見
る
。
資

料
は
能
ふ
限
り
正
確
な
る
も
の
を
選
び
そ
の
爲
眞
ま
た
出
來
得
る

限
り
信
頼
す
べ
く
且
つ
鮮
明
な
る
も
の
を
操
り
、
愛
蹟
の
眞
疑
確

か
な
ら
ざ
る
も
事
著
名
に
し
て
談
資
話
柄
ぐ
」
な
す
に
足
る
も
の
は

之
を
採
り
、
資
を
西
入
の
紀
行
に
仰
ぎ
て
粛
棋
韓
輻
、
天
山
葱
嶺
、


